自己評価シート研修  事前課題＆個人ワークシート

以下の設問について、ワークシートにご記入ください。(気づきの自己評価シートより抜粋)

①アセスメント面接

14．自分の価値観の傾向を知り、価値観の押し付けにならず、客観的に利用者や物事を見るよう意識していますか？

15.利用者の利益優先という対人援助職者としての倫理観を常に意識していますか？

16.アセスメントを行う際、自分自身の基礎資格などを含めた得意分野、苦手分野を理解し、情報収集が偏らないよう意識していますか？〔付録1参照(アセスメントの3項目)〕
17.利用者の出来ないことのみではなく、出来ること(ストレングス)も意識した面接を行っていますか？

18．利用者から「どのような問題か」を利用者の感じるままに、利用者のことばで語ってもらっていますか？

19．アセスメントに入る前に、あらかじめどれほどの時間を使ってどのようなことについて話し合い、その結果どんな方向に進んでいく可能性があるかということを説明していますか？

20．具体的に質問を利用者にわかりやすいことばでたずねていますか？

21．利用者の話を聞く技術が身についていますか？〔付録2参照(バイスティック、面接技術)〕
②家族のアセスメント

22.家族の固有の生活や考え方の特徴を理解していますか？

23．ケアマネジャーが関わることにより起こる家族関係の変化に配慮していますか？

③データの分析と統合(ニーズ)

24.アセスメントシート作成時に多くの情報を、総合的、かつ客観的に理解し、その結果をわかりやすく他人に伝えられるように努力していますか？
〔アセスメントシートはデーターの分析と統合のために作成し、それを使うことにより情報の共有を行っていくことを説明します。「なぜ自分はここでこのような発言をしたのか」「なぜ自分はこれらのデーターからこのような推論を行ったのか」などを考える習慣をつけていることが必要です。〕
25．文章表現は利用者との共同作業として利用者の尊厳を守る表現を心がけていますか？

　〔文章表現における基本的留意点は「利用者への尊敬の気持ち」であると言えます。「～すべきである」「～が劣悪である」などの断定的表現は避け、「私はケアマネジャーとしてこういうふうにあなたを理解しています」と言う表現を心がけましょう。また、明らかな事実とケアマネジャーの類推(推測)とを区別し、どのような根拠をもとにどのような判断に至ったかのプロセスが第三者にも理解できるよう記録することも重要です。〕
26.利用者のニーズがこれまでの生活歴のうえに成り立っていることを理解しようとしていますか？

27．利用者の1日(24時間)、そして1週間の生活を利用者の心理状態をも含めて思い浮かべることができますか？
※必ず、事前にご記入の上、研修当日にご持参願います。

自己評価シート研修  事前課題＆個人ワークシート
事前課題
自己評価シートアセスメント部分を自分で行い、下記のシートに記入してきてください。全て記入後に自分のアセスメントの総合評価を記入してください。
他者の自己評価を聞いた後の自己評価
グループメンバーの自己評価（事前課題）を聞いてみて，各設問の意味や捉え方のひろがりを吟味しながら再度自己評価を行ってみましょう。※３は選択肢からはずして評価してください。
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